
　　　　

2024 年 11 月 21 日

学校課業日
学校休業日

13
10

時
0
0

分から
18
16

時
0
0

分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

お誕生日会、制作、夏祭り、スイカ割り、流しそうめん、ハロウィン、クリスマス会…季節を感じられる行事を楽しむ
キッズビクス…運動不足の解消、体幹トレーニングの実施
デイキャンプ…環境意識や自然認識力の向上
公共機関を利用したお出掛け…電車やバスの乗り方などを学ぶ
公共施設(博物館、科学館、水族館、公園、フードコートなど)…社会性やマナーを学ぶ

家族支援

夏まつりや、クリスマス会など保護者様と一緒に参加できるイベントを企画する
ことで、普段の支援や職員との関係を保護者様自身が確認できる場面をつくる。
保護者様同士の交流をする機会をつくる努力をする。

移行支援

中学や高校に上がる際に、先の学校への情報共有や支援の申し送りなど連
携を図る。

地域支援・地域連携

地域の事業所や地域ケアプラザとの交流を行う。
地域のごみ拾いを実施し、様々な方との交流を図る。
商店街を活用し買い物レクや外食レクを実施する。

職員の質の向上

社内研修の実施
1日の終わりにヒヤリハット、事故防止の報告、再発防止の会議を実施

支　援　内　容

本
人
支
援

絵カードを用いて衣服の着脱を一定化することで習慣づけを行う

集団で参加することで、チーム意識を持つこと　身体を使った運動をすることで基礎体力の向上を目指す

職員と一緒にはじまりの会で天気の確認やタイムスケジュールの確認をすることで認知させる

こんな時どうする？で言語化し、紙に書くことや、日々の出欠確認を子どもたちに取ってもらうことで他者とのコミュニケーションの取り方を学ぶ

身近な中高生、大人（職員）との関係性をつくる。外出先の施設の人に対しての接し方を学ぶ。

法人（事業所）理念 ・小さな要望にも耳を傾け、心を込めて支援します。　・どんな時も明るい笑顔と挨拶を欠かしません。　・安心安全な環境作りに努めます。

支援方針
卒業しても、自分の力で歩む力をつけてほしい。大人が手本になる

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 縁キッズセンター南　　放課後等デイサービス 支援プログラム（参考様式） 作成日


